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対策本部室には防災マップをパネル表示。対策本部長の水野連合
区会長、副本部長の長谷川街づくり会長らが、受け取った情報を一
覧表に記載し共有しました。９時過ぎにはすべての地区から伝達が
入り、瑞浪市対策本部へ避難安否確認情報として報告しました。
事前の訓練説明会において、今回の訓練を機会に町内会ごとに、

実際の一時避難場所・避難タイミングと方法・災害時に危険の潜む
場所・近所で高齢者など要援護者の救護対応などを話し合って、災
害時に備えてくださいとお願いしました。 

「毎年、日時を決めて実施されると良い」とのご意見もいただきましたので、今後も繰り返し実施出来た
らと思います。  

安否確認訓練・一時避難訓練
セーフティーネット部会では、９月１日に行われた瑞浪市総合防災訓練のシェイクアウト訓練

と安否確認・一時避難訓練を、陶町連合区主催一斉清掃奉仕作業の前段で行いました。 
地域ふれあい館「こぶし」を災害時情報収集対策本部室と想定し、連合区長、猿爪・水上・大川各正副区長

ならびに街づくり会長はじめ防災担当役員が随時参集、各３６町内会長から仮想安否確認情報（町内会名・一
時避難場所・避難者数）の伝達を受けました。 

夢づくり地域交付金事業
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セーフティーネット部会

９月７～８日にかけて三重県南端部紀宝町を訪問しました。 
この地は平成２３年９月５日熊野川上流での大雨による氾濫と町の中心を流れる相野谷川流域の土石流などによ
り、死者行方不明者重傷者７名・家屋の全半壊８５６戸被害総額４０億円におよぶ豪雨災害をうけた人口 1 万 3
千人ほどで御他聞にもれず高齢化率の高い町である、にもかかわらず復興の高さはどこにあるのか？ 
一つに町の誰もがボラコ（ボランティアコーディーネーター）であること、町の誰もが防災リーダーであるこ

と、災害時に助ける側であろうという意識高い事=共助。そしてそのためには自らの命は自分で守る=自助。 
 災害インフラ整備も進んでいるが、人の防災インフラが町の社協スタッフとともに育っていることでした。 
 台風銀座と言われ毎年必ず来るそれらによる豪雨災害、熊野灘に面し東南海沖地震が発生すれば津波の危機、
そして７年前に遭った水害。常にこの事を意識し街づくりに励んでおられる姿に感銘を受けました。 
 陶町でも昭和４７年に死者５名をだした「４７災害」の教訓を元に今一度、「自助＋共助＋近助」の防災街づく
り活動をしてゆくことの大切さを勉強できました。 

防災先進地視察 

４月１４日、陶子連追跡ハイクにて「防災クイズコーナー」を設置し、陶小学校児童の皆さんの防災に関する
意識啓発に努めました。いざという時に必要な物を選んで防災袋につめる問題をとおして、日ごろからの準備の
大切さを学ぶ良い機会になったと思います。 

防災意識啓発活動 
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防災・減災ステップアップ教室 

セーフティーネット部会

「知って得するポリ袋調理法！実践」 
 １１月２９日、水上区公民館にてポリ袋調理
体験教室を実施しました。 
食材をポリ袋に入れて湯せんで火を通すだ

けの簡単な調理法で、災害時にガスや水道、電
気などのライフラインが使えなくなっても温
かい食事を摂られることを体験しました。 

参加者からは「簡単においしく出来た。」
「地区の人とのふれあいが出来て良かっ
た。」との感想があり、簡単・便利な調理
方法を知るとともに、地域でのコミュニケ
ーションを図ることができ、「自助＋共助
＋近助」の街づくりにつながる機会になり
ました。 

「防災倉庫の備品確認と取扱方法を学ぶ」 
 ２月１６日、瑞浪市役所生活安全課協力のもと、大川地区希望ヶ丘集会所にて
防災倉庫の備品確認と取扱方法について学びました。 
陶町内には３ヶ所の防災倉庫がありますが、いざという時に、備えがあっても

使えなくては意味がありません。 今回は集会所の敷地内にある防災倉庫の中
にどんなものが備蓄されているのかを知り、発電機・投光器の試用、簡易トイ
レ・トイレ用テントの組み立てを行いました。 
 普段見ることのない倉庫の中（公助）を確認したことで、改めて自宅での備蓄
（自助）を見直すきっかけになったと思います。 

今年度は、かねてより実施したいと思っておりました、災害時における安否確認と情報伝達・収集訓練を陶町
一斉に行うことが出来ました。各区長、組長、班長の皆様にはご理解とご協力をいただきありがとうございまし
た。 
 近年は、各区や町内会の方から小規模防災訓練の実施要請を受けるようになり、参加者のみなさんが積極的に
楽しみながら取り組んでくださることに手ごたえを感じます。このことは、街づくりが長年に渡り福祉と防災の
啓発活動を行ってきたうえでの理想形ともいえます。 
 各企画実施に際し、多方面の組織や団体の方々のご協力に感謝すると共に、ご参加いただきました陶町の皆様
にお礼申し上げます。 

（セーフティーネット部会長 中村淳司）
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【2019年度の主な活動】 
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8 月 22 日 真夏の夜の映画会 
夏休みの終盤を子どもたちに楽し

んでもらえるよう、大人も一緒に楽
しめる“BOSS BABY”を無料上映
しました。 

4 月 26 日 ミニコンサート 
出演者…水野妃佐子さん、伊藤亜希子さん

街づくり総会開催前にソプラノとピアノの
ミニコンサートを開催。 ソプラノの澄んだ
歌声に皆さん聴き入っていました。 

文化教育会

ここ最近陶町では特に高齢化が進んでいます。実際若
者の流出や人口減少に歯止めを掛けることは難しいかも
しれません。しかし、陶町で暮らしている皆さん、陶町
で育った皆さんに故郷を誇りに思っていただき、普段の
暮らしの中で少しでも活力を見出せるような催し物の開
催・活動ができればと思い日々試行錯誤しています。私
共の活動にご理解、ご協力いただければ幸いです。 

（文化教育部会長 加藤 明代） 

10 月 29日 
陶小 6 年生児童と中馬街道散策 

ここ数年陶小学校6年生の皆さんと中馬街道を散
策しています。今回コースは陶町全域。東町から
大川までの中馬街道を巡り、石仏や史跡を見学し
ました。部会員の解説を真剣に聞き興味津々。積
極的に質問もしてくれ、散策後には中馬街道に関
する手書き新聞を作ってくれました。 

文化教育部会では、町民の皆さんに身近に文化･芸術に触れ、心の豊かさや潤いを感じられるような機会を提供でき
る催し物の開催を試みています。また、陶町の歴史に関わる中馬街道の保全活動を進め、町民の皆さんに郷土の史跡や
文化に興味を持っていただき、故郷を誇りに思い、語り継いでもらえるよう整備を行っています。 

��������	
��
����������

������������� ���!"#�$%


&�' ()*+,-�.
/01
$#�2

3#456�
��425017�8 9:;7<

=>?:$%)@A�!4B�CD�#E7F=

GH��I$�JK7LMNM#E, 

12 月 8日 あ・うんコンサート
ケルト音楽を楽しむ冬の午後

出演者…小嶋佑樹さん、奥貫史子さん 
上原奈未さん、上沼健二さん 

中馬街道の案内標識設置 



�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

 
国内では関東、関西方面からの見学者も訪れました。青年会議所や自 

治体、観光バスで来訪された方などに、陶町の陶器に関する歴史やそれ 
にまつわる話をして窯や工房の案内、作品の紹介をしました。 
海外からはアメリカをはじめフランス、ノルウェー、ドミニカ共和国、 

中国、香港、韓国、タイ、と大勢の皆さんが見学に訪れました。 
�

 
2019 年 12 月、アートの祭典“サロン・デ・ボザール”にて、陶与左衛門窯でご指導いた

だいています河口建喜先生の作品が各部門の金賞受賞者の副賞に採用され、フランスのルー
ヴル美術館での授賞式に立ち会われました。 
“サロン・デ・ボザール”は 150 年を超える歴史を 
持つフランスの美術団体が主催するアートの祭典で 
す。毎年パリのルーヴル美術館で開催され、現代を 
代表するアーティストが世界中から集まりジャンル 
ごとに審査を受けます。過去には日本人として初入 
選した黒田清輝をはじめ、藤田嗣治、横山大観、ド 
ラクロワやマネ、ロダン、カミーユ・クローデルが 
関わっています。 

 
与左衛門窯での指導者、水野東三さんの作品が県美術展で入選、瑞浪市と土岐市の各美
術展で市展賞を受賞されました。 
また、講師の村井さんが土岐市美術展で入選を、講座受講者の和田さんが明かりアート
展にてランプシェードを出品し受賞されました。 

�

�

�

�

与左衛門部会
令和最初の年となった今年度、4 月から 11 月にかけて陶芸講座を開講しました。講座では主に、ロクロの基

礎を習得するものや、端午の節句に飾れる兜、ランプシェード、高さ 30cmほどのこま犬を制作する講座など、
多種多様な作品を制作できる内容として開講しました。講座の作品は、六連房登り窯で焼成して仕上げました。
また、中京学院大学主催「2019アート狛犬」制作にも協力しました。陶小学校児童、瑞浪南中学校生徒さんな
ど、およそ 300名の皆様にこま犬制作陶芸体験をしていただきました。 

日頃は、与左衛門部会の活動にご支援・ご協力を賜わりまして、ありがとうございます。 
私達、与左衛門部会員は美濃焼の発祥の地と言われ 1475 年から 545 年続く陶の産業文化を後世に残すべく、日々
ボランティア活動をしています。今年はＮＨＫ朝ドラの影響で、早くも全国からお問合せをいただいています。 
また、8月には与左衛門窯から全世界のみなさんに勇気と希望と感動を送る世紀のイベント、東京パラリンピック

の採火場所に認定され、採火イベントが開催されます。 
町民の皆様にも、是非とも今年の活動にご参加いただき、生涯の思い出にしていただきたいと思います。 

（与左衛門部会長 水野博文）
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� � 4/14 陶子連追跡ハイク サフィニアのポット移植   
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6/13 夏花の苗配布     苗移植後の花壇（水上第２長寿クラブ）    9/29 冬花ポット移植 
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10/30 冬花の苗配布         苗移植（大川葉桜会）     苗移植後の花壇（大川葉桜会） 
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生活環境部会

生活環境部会では、町内のみなさんと一緒に種をまき、ポット移植をして咲かせた花(夏花は、マリーゴール
ド、サルビア、ベゴニア、サフィニア。冬花は、パンジー、ビオラ)を、陶町内の公共施設や長寿会に配布し、
大切に育てていただき、町内を花いっぱいで飾り、美化の啓発につなげることを目的とした活動をしました。ま
た、国道363 号・419 号・小里川ダム周辺の清掃奉仕作業を実施し、ごみのない街づくりに取り組みました。 

（生活環境部会長 浅井 英行）

  5/18 マリーゴールド、サルビアのポット移植 
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�令和 2年 2月 23日（日）「第 56回 陶一周駅伝競走大会（陶公民館 主催）」 
とん汁…2,000杯、ぜんざい…500杯のおもてなし 
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�令和 2年 1月 12日（日）「どんど焼き（陶子供会連合会主催）」 
とん汁…100杯、ぜんざい…100杯のおもてなし 

�

 
 
 
 
 
 
 

�令和元年 11月 3日（日）「ふれあい広場(陶町青少年育成町民会議主催)」 
とん汁…300杯のおもてなし 
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�その他参加行事 
さくら祭り、追跡ハイク、どんぐり工房周年祭＆夏祭り、陶与左衛門窯祭り、サニーヒルズ祭り、 
湖周ウォーキング等 

�

�

企画広報部会

どんど焼き、陶一周駅伝は陶小学校移転二年目の開催。前回よりも円滑にご提供できるようになったと思い
ます。特に駅伝では陶小学校、瑞浪南中学校の母親委員さんのお手伝い、町民の方から野菜の提供もあり大
変助かりました。 

人口減少と高齢化が進む中で、生まれ育った陶町の為に出来る事、楽しい思い出作りに励んでいます。とん汁
は、ふれあい広場、どんど焼き、陶一周駅伝競走大会の風物詩となり皆さんに喜んでいただいております。会
場変更二年目になり、状況も落ち着き、ますます【良いもの】にしていきます。 

企画広報部会長 水野 利行 企画広報部会 部会員一同
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月       参加イベント 

４月 

・桜まつり 
・陶子連 追跡ハイク 
・どんぐり工房 周年祭 

５月 

・全日本うまいものまつり 
・グランフォンド東濃 2019 
・陶宅老所まつり 

６月 
・瑞浪市消防操法大会 
・きなぁた瑞浪７周年祭 

７月 
・水上 祇園祭 
・大川 祇園祭 

８月 

・美濃源氏七夕まつり キャラクターステージ 
・美濃源氏七夕まつり クレイオブジェ Jr.表彰式 
・お年寄りと子どもの夏まつり 
・どんぐり工房夏祭り 

９月 ・陶与左衛門窯まつり 

10月 
・第 28 回 サニーヒルズ祭 
・大正村かえでまつり 子ども広場 

11月 
・ふれあい広場 
・大やきいも大会 

１月 ・第 47 回陶町新年マラソン大会 

２月 ・第 56 回陶一周駅伝競走大会 
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陶町のイメージキャラクターすえっこくんは、地元陶町をはじめ市内・市外へのイベントに出かけ、陶町のPR
活動に努めています。 

世界一大きいこま犬から生まれた、みんなの幸せを守る“守護獣”のすえっこくん 
陶町のみんなを元気にするため、日々頑張るすえっこくんこれからもすえっこくんの活動にご理解とご協力、あた
たかい声援をお願いします。 

編 集 後 記 
画像での紹介ページで活動の【見える化】に取り組み、３年目になりました。 
初回は陶与左衛門部会、今回はセーフティーネット部会の活動紹介です。次回は文化教育部会の予定です。 
皆様のご意見をお待ちしています。 

連絡先：陶公民館 TEL.0572-65-2112／E-mail：sue@suechou.com

多くの町民の方のご協力により、活動できることを心より感謝します。 

■すえっこに関するお問い合わせは… 
 〒509-6361 岐阜県瑞浪市陶町猿爪 405-1 
 Tel：0572-65-2112  Fax：0572-62-0004 
 陶町明日に向って街づくり推進協議会 
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